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研究成果の概要（和文）：生の哲学，生政治，生命倫理といった諸分野が今日，全人類的広がり
で考究している生命の行く末をめぐる議論に，ベルクソン哲学がなお不可欠の指針を与えてい
ることを，日本における西洋思想研究としては画期的なことであるが，世界のベルクソン哲学
研究者を動員し，それぞれの研究の伝統をぶつけ合う，経年の，開かれた共同研究を通じて提
示していくことができた． 
 
研究成果の概要（英文）：Such disciplines as Philosophy of Life, Biopolitics, Bioethics are now 
all preoccupied, after all, by the question of from where the life comes and where it goes. 
Our study concerning Bergson's Creative Evolution, through its intendedly international 
and intercultural readings and their direct confrontations, demonstrates that the answer  
this book gave to the question remains excellently competent in many manners. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)わが国を含む，世界各地でベルクソンの生
の哲学再読の機運が見られながら，本家であ
るフランスの研究が全体を糾合するといっ
たこともなく，それらは散発的な現象に留ま
っていた． 
 
(2)そもそもわが国の西洋哲学研究は，テーマ
は西洋にとりながら，日本国内で日本人研究
者間だけで，日本語で書き論じるという状態
が続いていて，それを海外に発信すること，
それを海外の研究者に直にぶつけるといっ
たことは多くなおざりにされてきたのであ
る． 
 
(3)生命をめぐる諸問題が，社会政治経済的に
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のみならず，何よりも哲学倫理学的に全世界
地球規模で，差し迫ったこととして問われて
いる現状からして，わが国の哲学研究のこの
状況はもはや容認され得ないものに見えて
いた． 
 
２．研究の目的 
(1)生命の意味をどう考えるか，生命の独特の
価値をどう主張していくのかという，生命を
めぐる哲学倫理的な根本問題を，あくまでも
現代が置かれている現状，現代が苛まれてい
る諸問題に照らして考察していくことが目
指された． 
 
(2)その際，折りしも出版 100 周年を迎え世界
各地で熱烈に再読が進んでいたベルクソン
『創造的進化』を一つの据え石として中心に
置き，この書でのベルクソンによる提案をた
たき台とすることが行われた．つまりこの書
の真価を改めて問うこともそこでは目指さ
れた． 
 
(3)さらにその際に，中心に置かれたこの書に，
文化社会歴史的文脈を異にするさまざまな
読解・解釈を激しくぶつけていくこともなさ
れていった．つまりそれは，日本における西
洋哲学研究の閉鎖的な現状を打破して，それ
を世界とのより積極的な対話に開いていく
ことを目指すものでもあった． 
 
３．研究の方法 
(1)3 ヵ年のそれぞれ後半に年に一回，3 日間
にわたる大きな国際的な研究集会を置き，そ
こへの準備が各年の前半に来るようにし，ま
た後半の残りには各研究集会の成果のとり
まとめが行われるようにした． 
 
(2)その際，各研究集会の方式自体が，本研
究の方法の真髄を語るものなっていたと思
う．まず国際的な共同研究の年度ごとの相手
として，一年目には主にヨーロッパとアメリ
カのベルクソン研究者が，二年目には主に東
アジアのベルクソン研究者が，三年目には，
ヨーロッパとアメリカ，そして東アジアの研
究者が再度の者も含んで，多数日本に招請さ
れた． 
 
(3)研究集会では絞られた同一テーマについ
て，日本からの発表者と外国からの発表者と
が対になって，あるいは 3 名一組になって，
議論をともなった報告を行った．その際の共
通言語は主にフランス語で，少なくとも発表
者間ではすべてが通訳を介さずに直に行わ
れるようにした． 
 
(4)他方で発表テキストは前もって翻訳が用
意され，発表者間の討議には，一般聴講者用
に，通訳がなされるようにし，それが日本で
開かれた形で行われることの意味が残るよ
うにした．そして発表原稿は発表言語で（つ
まりは大部分が仏語，ごく一部が英語で），
ヨーロッパでアクトの形で出版されるよう
にした． 
 
４．研究成果 
(1)共同研究の参加者として，国内外を問わ
ず，現在望みうるベストのベルクソン研究者
たちを得ることができたことがまず大きい．
たとえば，フランスからはフレデリック・ウ
ォルムスやジャン＝ルイ・ヴィエイヤール＝
バロン，ピエール・モンテベロ，イギリスか
らはジョン・マラーキー，アメリカからはピ
ート・ギュンターやスザンヌ・ガーラック，
韓国からはロイ・チェやスー＝ユン・ファン， 
など． 
 
(2)毎回の研究集会では実際に白熱した議論
が戦わされた．そして，われわれ日本人の研
究発表や発言がそのような白熱を生み出す
主たる要因であった．これは狭いが，しかし
本質的な意味で，今研究の最大の成果であっ
たと言い得よう．①たとえば，3 年目再度の
招請をかけた海外研究者が再度の参加をこ
とごとく快諾してくれた．②またそのような
海外からの参加研究者の積極的な橋渡しが
あって，研究集会 3 回のアクトがドイツの出
版社 OLMS 社から出版されることが決定した．
③さらにこの機会に日本人の西洋哲学研究
の質と独自性が確認され，それを受けて，や
はり今回研究集会に参加していた海外研究
者数名がヨーロッパで関わっていたマスタ
ー・エラスムス・ムンドゥス・プログラムの
一つ＜ユーロフィロソフィ＞に，法政大学が
正式パートナーとして選ばれ，法政大学での
同プログラムの実際の展開に，本研究に参加
の日本人研究者も複数関わることになった． 
 
(3)ベルクソン『創造的進化』の真価，また
それのこのような徹底的で刺激的な再読で
明らかになった生命の意味・価値については，
このようなレジュメの形では伝達がむずか
しく正確には，近刊のアクトで，直接確認し
ていただく他はない．①それでも『創造的進
化』の生命が一元論に置かれているか，二元
論の一として置かれているかについての白
熱した，決して決着がつかないやりとりは，
この書を内部で貫くダイナミズムの真の姿
を提示するものであった．②また後続のドゥ
ールズ哲学との連続と断絶をめぐっての議
論も，やはり決して決着のつかない，やはり
熱したものであって，これはベルクソン哲学
が全体として有する外に発散し，外に産出す
る力の真の姿をまさに提示するものであっ
た．③さらに科学（物理学，生物学）との対
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話においてもベルクソン哲学の科学論が一
方ではもう決定的に乗り越えられたかに見
えながら，しかし科学のさらなる展開（量子
力学，遺伝子工学）が逆にベルクソンによう
やく追いついているかのような観を呈して
いることが示されて，ベルクソン哲学の現代
性がどこにあるのかが提示されていったの
である． 
 
(4)異なる文化社会歴史的文脈を有し，異な
る伝統を有する大きく西洋・東アジア・日本
のベルクソン読解が直にぶつけられたこと
で，相互の哲学研究，相互の文化への理解が
大きく進んだこともやはり否定できない成
果である．ただそこでの相互理解は，何より
相互に異なっていることの理解であって，そ
の違いは解消されていくべきものではなく，
むしろさらに研ぎ澄まされていくべきもの
であろうとも確認されたのである．その中で
一定の評価を受けることになった，日本にお
ける西洋哲学研究の今後の進むべき方向も，
よい意味で，ますます自分に忠実にならなけ
ればならない，ということになる．ただそれ
はますます他に開かれた場所においてそう
なっていく，ということなのである． 
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